








研究目的 

最近の新生児医療の進歩を反映して極小未熟児の死亡率は著しく低下し,後遺症も減少し

た。現在は出生体重 1,000ｇ未満の超未熟児でさえも生存可能となり,およそ何グラム以上

または在胎何週以上あれば後遺症なく生存可能か議論される時代になった。 

今回は極小未熟児の哺育限界を知ることを目的として,NICU における低出生体重児の死亡

率と死因を調べると共に,600ｇ未満の超未熟児の内容と予後について全国調査を行った。 


